
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとう卒業生 ～卒業生が示した「最後の手本」 
３月 19日（木）に卒業式を行いました。６年生の門出を祝福するかのように、式の開始前には

雨も上がり、青空が顔をのぞかせていました。 

卒業生は堂々とした態度で式に臨み、６年間の学びの集大成をしっか

りと示してくれました。まなづる小学校で培ってきた力を胸に、一人一

人が自信に満ちた表情で巣立っていく姿は、とても頼もしく、私たち職

員にとっても大きな喜びでした。 
在校生も、呼びかけや歌に心を込めて卒業生を送り出し、会場全体が

温かい気持ちに包まれました。卒業生を見つめるまなざしには、憧れや

感謝の気持ちがあふれており、学校全体がひとつになったすばらしい式

となりました。 
卒業生は、最後の最後まで在校生の「手本」となる姿を見せてくれま

した。日々の学校生活の中で見せてくれた努力する姿勢は、これからも

後輩たちの心に残り続けるはずです。中学校という新しいステージで、

さらに大きく成長し、活躍していくことを心から期待しています。これ

からの道のりが、みなさんにとって実り多いものになりますように。 

 

1 年間ありがとうございました 

今年度も、保護者・地域・町の関係者の皆様には、本校の教育活動に多大なるご協力とご支援を

いただきました。様々な場面でのお力添えのおかげで、子どもたちは毎日安心して、そして楽しく

学校生活を送ることができました。心より感謝申し上げます。 

また、子どもたちが伸び伸びと学び、仲間と関わり合いながら成長していく姿の背景には、みな

さまの温かいまなざしと励ましがありました。学校と地域が一体となって

子どもたちを育てていることを、改めて強く感じた１年でもありました。 

これからも「考える・関わる・創りだす」子どもたちの育成に向けて、

教職員一同、よりよい教育活動に努めてまいります。今後とも、子どもた

ちの成長を温かく見守り、変わらぬご支援を賜りますよう、どうぞよろし

くお願いいたします。 

 

次年度の学校生活について ～校舎の使い方が変わります～ 

 今日の修了式では、次年度の２学期から中学生といっしょに学校生活を行うことについて子ども

たちに説明をしました。主な変更点としては、校舎内の使い方が変わり、１，２階が小学生エリア、

３階が中学生エリアになることです。まずは、小中学生共に安心して学校生活を送ることができる

環境を整えていきます。裏面には、子どもたちへの説明で使用したスライドを載せてありますので

ご覧ください。 

学校教育目標 

「考える 関わる 創りだす」 
～自分で考え 仲間と考え 創りだしたり解決したりする子の育成～ 
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成功した人とは、失敗しなかった人ではありません。最も多く挑戦し、最も多く失敗を重ね、

そのたびに立ち上がってきた人です。どうか失敗を恐れず挑戦してください。「次はどうすれば 

よいだろう」と考え、また立ち上がる。その積み重ねが皆さんを必ず強くします。 

裏面あり 



 

 

 


